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Ⅰ　問題の所在

1．領域及び保育内容の指導に関する科目の創設
2017年3月に新しい幼稚園教育要領が告示され、
学校教育の始まりとしての幼児教育の視点が明確化
された。こうした背景の中で、2019年4月1日より新
教職課程がスタートすることになった。現行では、「教
科に関する科目」、「教職に関する科目」、「教科また
は教職に関する科目」の3区分に分かれている科目区
分を、新しい教職課程では、科目区分の大括り化を
図り、教科の専門的内容と指導法を一体的に学ぶこ
とを可能とする「教科及び教職に関する科目」となっ

た。幼稚園の場合、「領域及び保育内容の指導に
関する科目」の中に「イ領域に関する専門的事項」、
「ロ保育内容の指導法」が創設された。
本学で領域に関する専門事項を教授する新設科目

は「子どもと健康」「子どもと人間関係」「子どもと言葉」
「子どもと表現」である。これら領域に関する専門事
項の科目での学びは、「領域それぞれの学問的な背
景や基盤となる考え方を学ぶことを基本とする」ので、
「幼稚園教育において、何をどのように指導するのか
という視点で見たときの「何を」を深める部分であり、
幼稚園教育要領に示されているねらい及び内容を含
めながら、これらに限定されることなく、より幅広く、よ
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り深い内容が求められる。」のである（保育教諭養成
課程研究会2017）。

2．幼児理解と領域「人間関係」
「幼児期にふさわしい教育を行う際にまず必要なの
は、一人一人の幼児に対する理解を深めること」であ
り、子どもを理解することが、保育を理解することにつ
ながる（文部科学省2010）。
さらに、「保育における幼児理解は、子どもとの温
かい関係を基盤にして、子ども一人一人に即してそ
の行動を肯定的にとらえ、その意味を保育者が推測
しながらかかわり、かかわりながら推測を更新すると
いう循環の中で行われるものであるといえる」（砂上
2016）。
保育者は、現場で関わりながら自分の行動を子ど

もがどう受け止めていたのかを解釈し、その循環をメ
タ的に捉える。関わりの各瞬間では、直接的な関わ
りに懸命であるが、同時に関わりあう子どもと自分に
対してメタ的客観的視点をもつことで、自分の行為に
ついても評価を行い、改善することにつながるのであ
る。幼児を理解することを基盤として、保育現場での
行為を選択する瞬間に向かうために、保育者養成の
授業では、どのようなことを学習しておく必要があるだ
ろうか。
ここで、領域に関する専門事項で「人間関係」は、
全体目標として、「当該科目では、領域「人間関係」
の指導の基盤となる、幼児と人との関わる力の育ち
に関する専門的事項についての知識を身に付ける。」
があげられている（保育教諭養成課程研究会2017）。
また、幼児と人間関係における現代的課題としては、
一般目標は「幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的
課題を理解する」であり、到達目標は、「①幼児を取
り巻く人間関係の現代的特徴とその社会的背景を理
解している。②人と関わる力の育ちが、その後に続
く一人一人の人生を支える力となることを理解してい
る。」となっている。
さらに幼児期の発達と領域「人間関係」としては、
一般目標は「幼児期の人間関係の発達について、幼
稚園生活における関係発達論的視点から理解する」
ことがあげられ、到達目標は①幼児期に育つ人と関

わる力の発達について身近な大人との関係から説明
できる　②幼児期の遊びや生活の中で育つ人と関わ
る力の発達について、教師との関係、幼児との関係、
集団の中での育ちを観点として説明できる。③自立
心の育ちについて、発達の姿と合わせて説明できる。
④協同性の育ちについて、発達の姿と合わせて説明
できる。⑤道徳性・規範意識の芽生えについて、発
達の姿と合わせて説明できる。⑥家族や地域とのか
かわりと育ちについて、発達の姿と合わせて説明でき
る」の6つがあげられている。領域「人間関係」は、
関係論的視点から、発達と合わせて理解することを
目指しているのである。保育者が幼児個人だけに注
目するのでなく、幼児にとって “他者とは誰か”、“他
者とどのような関係を築くのか”を知ることが、幼児一
人一人の理解につながる。領域に関する専門事項の
「人間関係」では、幼児を関係論的観点から理解す
ることを学ぶのである。
そこで、具体的に、関係論的観点をもって幼児を
理解するための授業は、どのようなものか、領域に関
する専門事項での学習内容を吟味することが必要で
あると考える。科目開設の際の位置づけは、「子ども
と人間関係」は、幼児理解の概要の学修であり、「保
育内容（人間関係）指導法」は、実際の関わりにつ
いての学修である。
　

3．現カリキュラムのなかの子ども理解の学修内容
から
本学2018年度入学者のカリキュラムでは、1年後
期「保育内容（人間関係）指導法」・2年前期「幼児
理解」の配列である。保育内容指導法における領域
「人間関係」の授業については、筆者が自己開示・
関係性の構築・幼児理解をポイントにおいた授業プ
ログラムを提案し、実施していた経緯がある（村石
2015）。ここでの関係性の構築は、幼少期の学生自
身を取り巻く関係性を題材にする内容、幼児の遊ん
でいる場面をロールプレイで体感する内容を扱って
いた。また、幼児理解は、写真や映像を視聴するな
かで子ども同士の関係を理解していく内容を扱った。
2018年度授業プログラムにおいても、3つのポイント

含めた内容になっている。

村石　理恵子
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「幼児理解」（2年前期）では、幼児を理解するた
めの保育者の姿勢を学びながら、教育実習での具
体的事例をふまえた、幼児を理解することの深化を目
指している。筆者は、この授業の中で、1枚の写真
を用いた幼児理解を調査した研究を行っている。（研
倫審・平29－20号）
対象：A短期大学「幼児理解」2年生2クラス

　　  60名
時期：2017年4月17日及び18日　

「幼児理解」授業の教科書にしている、『幼稚園教
育指導資料第3集 幼児理解と評価』（文部科学省
（2010））の中の1枚の写真（画面の中央にいる人物
A、コマ、後ろ姿の人物Bが写っている）を、観察し
自分が何を理解したのかを表す。　　　　　　　

問1． 写真に映っているものを、下記枠内に描写して
みよう（図2）

問2． 写真から読み取ってみよう（人物A、Bの考えて
いることは？）　

問3． 写真に映っているものを、文章で表してみよう

この調査の結果、問1での描写は、写真の中央に
いて表情が見える人物（A）は全ての学生が描いてい
た。観察した内容から情報を取捨選択し、人物の表
情や姿勢を自分なりに描いていた。
問2では、「上手く回らなくてつまらなそうに見ている」

「どうして回るか不思議に思ってみている」といった
行動や気持ちの読み取りをしていた。
問3では、Aを中心として、「コマを見つめてどうやっ

て遊ぶのかをつっぷして考えている。女性の保育者
が見守っている。コマが回っている。不思議そうに見
ている。」といった表現で記述されていた。また、Bを

保育者と仮定し「保育者は何か考える事をしている幼
児の様子をうかがっている。保育者は幼児がこまに
興味があり、どのようにしたら上手く、早く回す事が
出来るか考えていると予測したので、話かけず様子
を見ている。保育者は幼児が何を考えているのか、
聞きだすタイミングをうかがっている。」、Bを女児と
仮定し、「女の子は、男の子がコマが回っているの
を夢中で見ているのを見て、一緒に遊びたいと思っ
てみている。」といった記述をしており、観察対象の
人物が何をしているか、を読み取ることから始め、状
況を想像することで、幼児への理解を深めようとして
いることがわかった。対象の写真は、例えば笑顔で
コマを回しているというものではなく、何をしてどのよう
に感じているのか、読み取りやすいものではなかった
分、理解しようとしたと考えられる。
麻生（2009）は、現象的観察をスケッチで表す試

みを行った結果、対象についての絵画表現に時間
性が含まれることで、その対象をどのように理解してい
るかが反映されることを明らかにしている。対象を写
実的にそのままを描くのでなく、その対象の時間経過
を解釈したことを反映した結果としての描写になるとい
うことである。また、保育現場での研修として、ポート
フォリオやドキュメンテーションが多く用いられるよう
になった。写真が保育実践者間の共通理解に果た
す役割は大きい。保育者養成においても、神永（2016）

図1　出典：文部科学省（2010）『幼稚園教育指導資料
　　  第3集　幼児理解と評価』ぎょうせい

図2　調査用紙　問1

~ 
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が提案しているように、写真から「（子どもは）何をし
ているか」等を読み取る試みは、子どもを理解し、保
育現場の状況の把握を行うための問いとなっている。
またエピソード記録の重要性は、鯨岡（2002）岡田ら
（2008）等で示されている。
保育者として関係論的観点をもった幼児理解はど

のように培われるのか、その実態を明らかにするため、
1枚の写真から読み取る調査の項目に “自分が保育
者だったら”という想定の中での理解を行う「問4」を
加え、調査を実施する。その結果から、幼児の理解
を深めていくために適切な授業内容を導き出したい。

Ⅱ　研究目的

幼児期の発達と領域「人間関係」の到達目標を具
現化するために、領域「人間関係」の指導の基盤と
なる、幼児の人と関わる力の育ちに関する専門事項
を見据えた授業について、幼児が園生活において
育む人間関係を、関係論的視点から理解することへ
の認識を涵養する授業プログラムを構想することであ
る。

Ⅲ　方法

1．対象
A短期大学児童教育学科　2年次学生52名

2．調査実施
調査日：2018年7月10日　2年次開講「幼児理解」
　　　　 授業内
本調査の実施においては、研究の趣旨説明等を
行い、インフォームドコンセントで研究への承諾を
得る。この調査票の集計･分析を行う。なお、本調
査は学内研究倫理委員会の審査を経たものである。
（研倫審・平30－3号）

3．調査内容
1枚の写真（画面の中央にいる人物A、コマ、後

ろ姿の人物Bが写っている）を見て、自分が何を理解
したのかを表す。（前出図1、図2）

問1． 写真に映っているものを、下記枠内に描写し
てみよう

問2． 写真から読み取ってみよう（人物A、Bは誰
か。考えていること、発言などを想像する）　

問3． 写真に映っているものを、文章で表してみよう
問4． この写真の状況に対して、保育者としてあな

たはどのようにかかわるか

4．分析方法
調査用紙「写真から考えよう（平成30年度）」につ

いて、先行調査結果「同（平成29年度）」を参照しな
がら、分析を行う。その際、以下の幼児理解の視点
に基づき、分析する。
〈本研究における幼児理解の視点〉
1 「観察し、解釈する」具体的には、「子どもが行っ
ていること（行動）がわかる」、「子どものプロフィー
ル（何歳か、性別、クラス等）がわかる」、「子ども
の内面（思い、考え等）がわかる。」ことである。

2 「行動する」具体的には、「保育実践者が何らかの
行動（援助、環境構成等）をとる」ことや「評価を行
う」ことである。
問1： 絵として何が描写されたのか、集計し傾向を明

らかにする。画面の中心にある人物A、人物A

がコマを注視している、等の傾向を捉える。
問2： 人物A、Bが誰だと考えたのか、集計し傾向を

明らかにする。人物Aの考えや発言をどう想像
したのか、集計し傾向を明らかにする。

問3： 文章で表していることの内容について、集計し
傾向を明らかにする。文章で表していることと問
1絵で描写していることとの比較を行う。

問4： 保育者として想定するかかわりについて、カテゴ
リーに分類し、傾向を明らかにする。カテゴリー
（1 コマを回せるように指導する、2 見守る、3 

子どもがどうしたいか話を聞く、4 要求に合わせ
る、5 一緒に遊ぶ、6その他）

こうした分析を踏まえ、幼児期の人間関係の発達
について、幼児が園生活において育む人間関係を、
関係論的視点から理解することへの認識を涵養する
授業プログラムを構築する。

村石　理恵子
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Ⅳ　結果

結果は、問1～3については、一部2017年度調査
（表中H29と示す）と比較しながら示す。

1．問1　写真に映っているものを表す（絵）
全ての学生が人物A、Bが含まれている何らかの
絵を描いて回答している。写真は人物Aが中央にい
て、視線がコマにあることが中心事項である。さらに、
そばにいる人物Bや背景などが描写されているかを
見ると、9割の学生は「Aがコマを見ている（その姿を
Bが見ている）」であった。

A、B、コマ、テーブル以外の背景を描いたのは
15名いた。背景を描くことで、この場所や時間を想像
する材料になる。15人中12人は、文章記述で「園児」
「保育者」「教師」など、保育施設を想定していること
がわかる言葉を用いていた。2017年度調査の時には、
コマを描いていない学生がいたが、今回の調査では
0名で、人物Aとコマを主題として読み取っている。

2．問2　写真から読み取る（文章に表す）

人物Aが、幼く性別は男であること、幼稚園などの
保育施設に通園している子どもであることを読み取っ
ている。　　
　　　　　　　　　　　　

今回の調査で人物Bは、保育者、親等大人である
と考えた学生が7割であった。性別は女性であること
がわかる回答（母親・女の子・女の先生等）は11人
であった。Bを「女の子」としたのは5人（10％）しか
いない。一方、2017年度調査では、女の子が最も多
く（47％）、差異が顕著である。

Aは、コマに興味を持っていて、コマが回転するこ
とを疑問に思っていると読み取っている回答が多い。
表情からコマの様子に注目しているAが、疑問を持
ちながら見ていると想像したと思われる。

表1　Ａとコマ、Ｂの関係をどう描いているか

表3　Bは誰か

表4　Aの考えについての記述の分類（複数回答）

表2　Aは誰か

Aとコマ、 Bの関係どう描いているか 52名（100%）

A、 B、 コマを描いている。 52名（100％）

Aがコマを見ている  （その姿をBが見ている） 47名  （90％）

Aの表情が描かれていない。  3名   （6％）

Ａの視線がコマに向いていない。   2名   （4％）

H29（60名） Ｂは誰か H30（52名）

24名（40％） 保育者（含先生、教師等） 37名（71％）

  1名  （2％） 親（含母親、保護者、養育者）   8名（15％）

28名（47％） 女の子   5名（10％）

  2名  （3％） 園児（含子ども）   0名  （0％）

  0名  （0％） 大人   2名  （4％）

  5名  （8％） 未回答   0名  （0％）

Aの考え H29（60名） H30（52名）

コマの回転についての疑問 23名（38％） 25名（48％）

自分が回すことへの思い   6名（10％）   2名 （4％）

回っている   4名 （7％）   0名 （0％）

見ている   0名 （0％）   4名 （8％）

これは何か？   7名（12％）   2名 （4％）

その他（眠い、つまらない、悲しい、
飽きた等）   7名（12％）   9名（17％）

未回答 22名（36％）   3名 （6％）

H29（60名） Ａは誰か H30（52名）

1名（2％） 子ども 23名（44％）

52名（87％） 男の子 15名（29％）

4名（7％） 園児  9名（17％）

1名（2％） 幼児  5名（10％）

2名（3％） 未回答  0名   （0％）
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Bを保育者や保護者と思うと、「Aがコマのことを考
えている」と読み取っている回答が多い。女児だと思
うと、「何をしているのかという疑問」と「一緒に遊び
たい関心」と読み取っている。

3．問3　写真に映っているものを表わす（文章）

絵には表していたコマについて、「コマ」と表記し
ない学生が3人いた。これは「おもちゃ」「キノコみた
いなもの」｢これ｣という置き換えをしていて、人物Aが

「コマ」とと思っていないかもしれないと考えたことが
反映されていると思われる。
文章からは、概ね幼稚園での一場面であり、子ど

もは園児であることが表されている。人物Aを中心に
してこの場面を読み取ると、その中で、まず行為を表
そうとする回答（例：机にいくつかのコマがあり、それ
を見つめて黙り込む男の子。向かい側にいる女性の
保育者は子どもを見つめている）があった。また、人
物の行為に人物の考えていることも含めて状況を表そ
うとしている回答（例：机の上に4つのコマが置かれ
ている。それをじっと見つめる子どもがいる。どう使っ
て遊ぶものなのか、どうやったら楽しいのかを考えて
いるように見える。保育者はその様子を見守っている）
もあった。

4．問4　保育者としてどのようにかかわるか

延べ数で最も多かったのは、「コマを回せるように
指導する」というカテゴリーの回答であった。次いで、

村石　理恵子

表5　Bの考えについての記述の分類（複数回答） 表7　絵と文章の比較

表8　保育者としてどのようにかかわるか（複数回答）
表6　文章表現の分類  H30

Bの考え H29（60名） H30（52名）

女
の
子

（
含
園
児
）

Aへの関心
（何をしているのか？） 14名（23％）  3名 （6％）

コマへの関心  7名（12％）  1名 （2％）

Aへの関わりの欲求
（一緒に遊びたい）  7名（12％）  1名 （2％）

未回答 10名（17％）  0名 （0％）

保
育
者

（
含
先
生
）

Aへの関心
（何をしているのか？） 12名（20％） 23名（44％）

Aの行動へのねがい
（回せるように）  4名 （7％）  2名 （4％）

Aへの関わり（声かけ）  0名 （0％）  9名（17％）

その他  0名 （0％）  5名（10％）

未回答 12名（20％）  2名 （4％）

親（
含
母
親
、　
　

　
保
護
者
、養
育
者
）

Aへの関心  3名 （5％）  6名（12％）

Aへの関わり
（帰るよ。早く片づけて。）  0名 （0％）  1名 （2％）

未回答　  2名 （3％）  1名 （2％）

H29（60名）
内訳

H30（52名）

絵 文章 絵 文章

60名
（100％）

59名
（98％） A

52名
（100％）

52名
（100％）

59名
（98％）

53名
（88％） B

52名
（100％）

36名
（69％）

59名
（98％）

56名
（93％） コマ

52名
（100％）

49名
（94％）

0名
（0％）

1名
（2％） 未回答 0名

（0％）
0名
（0％）

保育者としてどのようにかかわるか 人数（％）

1  指導する 20名（38％）

2  見守る 17名（33％）

3  子どもがどうしたいか話を聞く 14名（27％）

4  要求がでたらそれに合わせる  4名 （8％）

5  一緒に遊ぶ  9名（17％）

6  その他  4名 （8％）

A B コマ 備考

52名（100％） 36名（69％） 52名（100％）

コマ
の
記載
内訳

  3名 （6％） コマの名称無し

43名（82％）「コマ」と記載

  1名 （2％）「複数のコマ」
と記載

  5名（10％）「4個のコマ」
と記載

コマの記載について
＊文章で「コマ」と記載のあっ
た人数は「1」に表記した。

＊文章で「複数」と記載のあっ
た人数は「2」に表記した。

＊「その他」は「きのこみたいな
形など」、「コマ」という記載
がなかった者が3名いた。
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「見守る」「子どもがどうしたいか話を聞く」となった。
「一緒に遊ぶ」回答も9人いて、関わりの一方法とし
て遊ぶことに意味を見出していることが明らかになっ
た。また、複数のカテゴリーに渡ったかかわりを考え
た学生もいた。（「1指導＋5遊ぶ」5名、「1指導＋2

見守る」2名、「2見守る＋3話を聞く」3名、「2見守る
＋4要求に合わせる」2名、「2見守る＋3話を聞く＋4

要求に合わせる」1名）

Ⅴ　考察

写真の中央にいて表情が見える人物Aを中心に、
人物の表情や姿勢を自分なりに絵に描くことで、どのよ
うに解釈したのか、自分で選択し解釈した情報が視
覚的に明らかになった。遊具としてコマがあり、その
コマを使って遊んでいる姿であること、それは一人で
なく複数の子ども又は大人がいる場所であるため、何
らかの関わりをもちながら遊んでいる姿であることを
読み取っている。
絵で描写した時に、人物が考えていることをどう読

み取ったのかは、解釈が漏れると思われる。もちろん、
ある程度画力によるところもあるが、視線の先にあるも
のを明確にすること、表情から嬉しさや悲しさなどの
感情を表すことなどができる。さらに、恣意的に誇張
して描けば、他者からもその読み取りが理解できるだ
ろう。吹きだしや記号（？・！等）を加えると、平面にそ
の状況の前後のいきさつを表すことも可能になるだろ
う。そういったプラスアルファを行うことで、その時点
での読み取りを残すことができる。
一方、文章においては言葉を選んだ時点で、読

み取りについて他者が理解することが容易になりやす
い。エピソード記録などで共有することが多いのは、
こういった文章化の過程で書き手の状況の読み取り
を反映しやすく、その文章を読んで状況を想像し考え
やすいからである。今回の調査で、子どもの行為を
文章化すること、その文章化にあたって、なんらかの
内面の読み取りを加えていくことができることが明らか
になった。
保育場面に対して自分なりの読み取りを基に、保育
者として何をするのか、問4では、少なくとも「わからな

い」ではなく、考え自分なりの答えを導いている。この
答えが導かれたのは、それまでの教科の学修とともに、
実習での体験が大きく影響していると思われる。今回
の対象は、保育内容指導法（人間関係）を1年生前
期に受講し、直前に幼稚園教育実習を行った学生が
ほとんどである。実習中は、話しかけたり、一緒に遊
んだりするなど何らかの行為をしていたからである。
回答のカテゴリーのうち、「コマを回せるように指
導する」が多いことは予想通りであった。これは、“コ

マは回すと楽しい遊具だ”と思っているからだと考え
る。「見守る」「子どもがどうしたいか話を聞く」も多
かった。これは、コマは回す遊具だから回せるように
助けることが良いと判断するだけでなく、他の援助の
可能性を探ろうとしている。子どもを理解するには、ま
ずは子どもの姿を見守り、保育者が自分なりの読み
取りをしていくことが必要である。そして、子どもの姿
からよみとるだけでなく、働きかけとして要求を聞き取
ることが、次の援助を決定していくために有効だとい
うことである。経験年数が多い保育者は、保育場面
で多様な背景と子どもの内面に考えを巡らせる（佐藤
ら2017）。多角的視点による幼児理解や幼児の立場
に立った心情理解を基に、自らどのように子どもに働
きかけるか、様々な方略の中から、これと思った行為
を選択していくのである。今回、「子どもがどうしたい
か話を聞く」に加え、「見守る」「要求が出たらそれに
合わせる」というカテゴリー2・3・4に分類される回答
もあった。かかわりの中で率直に「聞く」ことは理解の
一方法である。聞き方によっては子どもに本来の要求
でないことを言語化することを強いる可能性はあるが、
聞いてその要求に共感することは、共感された子ども
にとってはうれしい働きかけであろう。
「一緒に遊ぶ」という回答があったのは、調査時期
直前に教育実習があり、子どもと一緒に遊ぶ中で、子
どもの要求が明確になり、保育者との信頼関係が築
かれる、という体験をしたのであろう。教育実習後に
振り返りを行うと、「始めは近寄ってこなかった園児に、
実習生の自分から遊ぼうと声をかけて遊んでいるうち
に、仲良くなってよく話しかけてくれるようになった」と
いう学生の意見は多い。このことから、人との関係性
の構築を体感すると共に、子どもを理解するための方
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法として「一緒に遊んでみよう」と促すことも必要になる
のではないか。つまり、入学時には“保育者としてす
べきこと”として、子どもの世話をする、子どもに教えると
いうイメージをもっている学生が、余計なお世話でな
く、上から押し付ける教え方でない、“一緒に遊ぶ”と

いう発想をするのは、中立的な関係から始まり、徐々
に信頼関係を構築しつつ、理解につながる可能性が
高い。また、遊ぶと仲良くなる、という子ども時代の人
間関係の構築プロセスを思い出すことは、実習で子ど
も集団に出会う不安を軽減することにもつながるので
はないだろうか。ただし、どのような遊びを対象にする
かによって “一緒に遊ぶ”ことが “指導する”になること

も危惧される。今回の写真の遊びは、手回しコマで
あり、幼稚園などの施設では現在も大いに使われてい
る遊具であるが、家庭や日頃の遊びとしてはあまり伝
承されていない。対象学生の運動好きで運動が得意
な特性のため、挑戦して回す技術を獲得しようとは張
り切って遊び、“一緒に遊ぶ”と子どもの思いとは乖離
してしまうこともあるかもしれないのである。だからこそ、
遊びの種類と自分の特性を踏まえ、子どもの経験内容
の実態を理解しておく必要がある。（村石2018）
保育は、発達的に個人差が大きい幼児期の子ども

を対象にしているいることで、「達成すべき学修目標
に全員が到達するような指導ではなく、幼児期の特
質に即した方法が歴史的に求められてきた」（中坪
2014）のであり、幼児と共に過ごす生活で、一人一
人に対応し、子どもの援助を行うことが求められてい
る。さらに、西川（2010）が「保育者の立ち位置につ
いて、子どもが主体的に遊びを展開する共同体の中
で、保育者がその活動の主体者である子どもと協働
的な関係を構築していく構造を、生活性を重視してい
る立ち位置とみなしている。」と述べているように、子ど
もと協働的な関係を生活の中で築いていくことが、保
育者のスタンスである。つまり、保育者は、子どもと
の関係性を構築しながら、子どもを理解し、子どもの
思いにそった行動（援助）を行っていくのである。
実習経験のない学生にとって、遊び場面での子ど

もの理解のきっかけになるのは、写真や映像を通し
て、遊んでいる子どもの姿の実際を知ることである。そ
こで提示する遊びの場面は、年齢、人数（一人か複

数か）、場所、時期、材料・用具、といった比較的
判断がつきやすい物理的状況があるものがふさわし
い。その上で、目に見えにくい関係性を想像させる状
況を組み合わせた場面を取捨選択し、提示の順序
性を考慮していくことが必要だと考える。本調査で使
用した写真は、明らかな笑顔で遊んでいたり、対象
に触れたり、対象を使ったりしているようなわかりやす
い場面ではなかった。視線の先は、コマであること
は読み取るが、そのコマを見ながら何を考えているの
か、じっくりと考えなければ答えがでてこないような場
面である。他者と共に過ごす園の生活の中で、幼児
の遊んでいる多様な姿を知り、その多様な思いを理
解しようと思う姿勢を育てる必要がある。一律な方法
による遊びの指導ではなく、一人一人の思いに応え
るための深い理解を目指そうとする、関係論的視点を
持った理解へつなげることが、領域「人間関係」の
授業で重要なことである。特に、1年前期に配置され
た「子どもと人間関係」では、基礎としての理解が必
要である。本調査では、写真を対象にした。これは、
写真であるからこそ、一定の時間をかけて観察するこ
とができ、その前後の状況について、想像することに、
問の意義がある。限られた情報の中での思考を体験
する教材である。一方、動画は、保育場面では状
況の情報が多いため、何を選び取るのか瞬時に読
み取りを行うために、より実際に近いものとなる。市販
されている教材の中には、解説を加えることで、読み
取るべき概要を知らせるものもある。解説が加えられ
た動画は、初期の養成段階で保育現場を知るため
に有効であろう。また、解説はなく、会話や動きが周
辺の環境と共に情報となる動画の場合、読み取りの
視点を選択すること自体を学習する機会をもたらす。
大学での授業では、静止画（写真）から学ぶこと、動
画から学ぶことを、組み合わせながら、子どもの理解
が深化するように、授業に組み込む必要がある。

Ⅵ　結論

1．授業計画
以上のような調査結果の分析から、「子どもと人間
関係」の授業において、次のような授業の全体目標と
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授業計画を構想する。

全体目標：現代の乳幼児の人間関係の育ちに影響を
与えている社会的要因について理解し、乳幼児教育
で保障すべき内容に関する知識を身に付ける。人と
関わる力の育ちが、その後に続く一人一人の人生を
支える力になることを理解する。

2．第6回授業プラン
この中で、第6回の授業プランを提案する。
この授業では、「到達目標（2）－2）幼児期の子ども
の遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達につい
て、教師との関係、幼児との関係、集団の中での育
ちを観点として説明できる」の達成を目指すものであ
る。
この授業では、園生活における人と関わる力の育

ちを捉え育んでいく際に、基本となる保育者の視点
を獲得することを目指す。第5回から引き続きで行い、
遊びの分類や仲間関係の発達に関する基礎理論を
紹介したうえで、一人一人の育ちの実態は多様であ
ることや、同じ一人の子どもであっても様々な遊びの
中で見せる育ちの実態は多様であることを説明する。
園生活においては、常にそういった多様な一人一人
の子どもが相互主体的に関心を向け合うことで育って
いくこと、子ども一人一人がそれぞれ影響し合い、個
人と集団が互いに影響を与え合いながら育つというこ
とを教育に生かしていく

「第6回　子どもの生活と遊びにおける他者との関係」
授業の目的（ねらい）
子どもにとって、主体的に遊ぶことが大切であるこ

と、その遊びに対して周囲の他者（友達、先生等）か
らの働きかけを受けることが、遊びそのものへの影響
を及ぼすと共に、他者との関係を構築することになる
ことに気づく。

授業の到達目標
1） 子どもは、どのような遊び（遊び方）をしているか
を知る。

2） 遊びには、誰がどのように関与するかを知る。
3） 子どもが遊びに夢中になるのは、どうしてか考え
る。（幼少期の体験を思い出す）

4） 遊びの始まり、実行、終わりの理由を考える。（グ
ループディスカッション）

授業の流れ
〇第5回の復習
（第5回：生活場面（身支度、食事、手洗いなど）
遊び場面（ごっこ、砂場、制作等）の写真を見て、
何をしていることころか、何歳の子どもか等の読み
取りを行った。）
〇遊びについて。年齢、集団の違いから、比較、
変化を考える。（人数、役割、やりとり、材料、場
所等）
〇カイヨワ、パーテン、チクセントミハイなど、遊び
の基礎理論を知る。

表9　授業計画

回 授業の内容

1 現代社会と子どもの人間関係

2 乳幼児教育に期待されるもの

3 家庭・保護者との関係

4 地域の経験と乳幼児教育

5 子どもの生活と遊びにおける発達の姿

6 子どもの生活と遊びにおける他者との関係

7 領域「人間関係」のねらい内容

8 自立心の育ち

9 個人と集団の育ち

10 協同性の育ち

11 他者との葛藤体験

12 乳幼児期の人間関係の広がり

13 幼児期に育みたい資質・能力と人間関係

14 幼児の終わりまでに育ってほしい姿と小学校以降の教育
との連続性

15 現代的課題と子どもの育ち
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〇自分の幼少期の遊びを思い出し、子どもが遊びに
夢中になる理由について考える。
〇遊びの始まりから終わりまでのプロセスを追い、な
ぜ始まるか、なぜ夢中になって遊ぶか、なぜ終わ
るかを話し合い、分析する。それぞれの子どもが
他者とどのように関わっているかを分析する。
〇話し合ったことを、発表しあう。
〇まとめ：まとめの中で、保育者の見方や関わり方が
幼児の人との関わりに大きな影響を与えていくこと
を、発達のドーナツ論等を紹介する。また、保育
者の援助によってどのような他者への気付きが促さ
れているか、考えさせる。この相互に主体的な関
係の中で育ちを見る関係発達論的視点がもてるよう
にする。

3．課題
領域の専門事項の科目「子どもと人間関係」は、保
育内容指導法を受講する以前、本学入学当初の1

年生前期としてカリキュラムに位置づけられる。ここで
調査の結果から、まず幼児の生活と遊びの様相を理
解し、そこには他者との関係性が図られながら営まれ
ることを理解することが、基礎的理解として重要である
ことが導かれた。そこで、「子どもと人間関係」の授業
では、理解を中心として学ぶ授業計画が立てられる。
その理解をもとに、保育者として理解をしながら援助
を行うという、行為を伴う理解が行われるのである。こ
れは、保育内容指導法や教育実習がその学習に適し
ていると考える。このような継続し、循環するような理
解について、学生が保育者としての成長をしていくた
めのカリキュラムの中でどう反映していくのか、実際
の授業を実施しながら、確かめていく必要がある。
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